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＜洋上風力特集＞秋田・能代の発電所建設・O＆Mサポート

東京汽船、ＣＴＶで

大型船舶型ＣＴＶ “JCAT TARO”

　洋上風力発電向けのＣＴＶ（洋上風力発電アクセス船）の国内パイオニアである東京汽船。
2013年12月以降、福島、銚子、北九州の洋上風力発電実証研究事業向けにＣＴＶを投入し、昨
年３月からは秋田港・能代港で秋田洋上風力発電（ＡＯＷ）が運営する日本初の本格的な商業
洋上風力発電の建設工事用にＣＴＶを投入している。

　齊藤宏之社長は曳船や交通船などの事業を運営する同社グループがＣＴＶ事業を展開する理
由を、「海上での人の安全確保という当社の使命に合致している。また、脱炭素化がテーマと
なる時代において重要性が増す公共性の強い業務であることと、船舶のサイズ感が当社グルー
プの運航する種類の船舶と同じであるから」と説明する。

　同社のＣＴＶ船隊は、「JCAT」の名を冠した大型船舶型４隻と、「PORTCAT」の名を持つ
小型船舶型３隻の計７隻で、いずれもアルミ製の双胴船。このうち４隻はツネイシクラフト＆
ファシリティーズで国内建造したものだ。国内トンで20総トン以上となる大型船舶型のうち今
年３月初めに引き渡しを受けた“JCAT TARO”は日本初建造の大型船舶型ＣＴＶとなった。

　ＡＯＷ向けのＣＴＶは、建設工事用が“JCAT TARO”を含め東京汽船から５隻、Ｏ＆Ｍ（運
用・維持管理）用には東京汽船と秋田県の地元３社とが設立したAkita OW Serviceから２隻が
投入されるが、この２隻は建設工事・試運転段階にも用いられる。
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　船舶の運航面について同社は、ＣＴＶ事業を対象として、品質、環境、労働安全衛生の各Ｉ
ＳＯ認証を取得している。齊藤社長は、「ＣＴＶは、アルミ製の交通船で誠に小さな事業であ
るが、洋上風車の稼働率を左右するので、風車建設・運営での責任は大きい。欧州のスタンダ
ードを参考に高いレベルのサービスを提供したい」としている。

　同社はまた、新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）の事業で、風車建設・メン
テナンス専用船（ＳＯＶ）開発プロジェクトにも参画している。

　洋上風力分野の今後の展開について、齊藤社長は「今後ＣＴＶのニーズが変化していくので
あれば、当社もそれに合わせて船を進化させていく。また、ＣＴＶ以外の船や、洋上風力発電
をはじめ再生可能エネルギーに関するサービスも研究していきたい」との考えだ。


